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簡易 確 1T な膜商培養法各

有馬 車屯

これまで用いられて来たベトリmを利用した際関培養
法に於ては，ブルイム培地を造る授1'r中や，イ γグペ{γ

ヨy>tにコ γタミネ戸シヨ Yがおこる均合がある。殊に結

板宮の如き，その培去に只i時間を裂する細菌では朕mlfifrt

が不可能て・あるといえる。われわれは，'Fig，1にjJとすよう

な均五羽を考案し，尖阪を1Tったが，その1同友L、がffl1品な
，1:1こ，←r，:i-Eしたコ y !Jミネ{シヨ y のPlFl¥lもwmとiIい1';，ilYi 
j止すべき仇I~J果が件られたので ~;llれする。

に/
〆

Fig. 1 A special bottle for 
collodion film culture 

1. 膜面培養瓶とその使用法

rtJ;v~は Fig， 1 の如くで.民1fT支は 1 .55';;のヨロヂォ y

肢の 2mm3摘の安全に拡がる匹杭から算出したものであ

る。細口から培養基を注入し，I火口からコロヂオ γ膜を張

り，探介に使用した蒸溜水は細口から流出させ，培地iJ'fiに

コロヂすy肢を践す。 われわれはこの操作を文芝製20w

rt苗汀'1'"50cmのところで作っている。コロヂすy肢を張
った培t't祝をpl1f卯r，:H3rc前後j中に2日程入れて操作中の
:;itu浪人の結果を凡ておく。これに 1!?6隙tl:小)11培地上4

[31m'百去のj324桔3;萄(Fー予研株)より，J.K品球入ヨルベ

γ をm~ 、子~S~~去にて 1 mgperccの蒸溜水菌汚泌波を作り，

そのお釈淡をi波宮カピラールピペットで滴下する。

適当時間j吉正後，児院アミールに泣した柄r，j針にてヨ
ロエー古]1を怒天ごと切りi反り，目立せる7.1';，i出水ペトリ皿nこ
移せばコロヂオ γ朕i:t:1ロニーと共に容易にはがれる。こ

れなメッシユですくいあげてt~tt~-t る。

内藤康雄

2. 観察所見

Fig， 2に 48時間培j'l'i-1tる烏卦!結核活のマイグロヨロ

ニーの疋!涜仰を王子、ず。 132J枯1豪首を後述の.'tt也で48時間

)t;j~ーすると，ほぽメッシユの干し1lブミのコロエ{が:W~るの

でヨロエ{の形成%1、合が~~:[J合よく奴祭ilH':{J 。

Fig， 3 は ~Ij~日J:iliに BCG 'W U:刊r'Jij、)な !p'i え 2 辺r，\lJ-ii

:jll後~~}j口したものて‘あおわこのつロて{の大きさは， j.UJ

;品日qE伝段主主;百凶tとtほ王はばず[Iい川"ω:j汐フ大〈てで、あザつコfた二勺 L' '.';'，lf:C;i¥ti!: BCG mのマイ

¥
 

Fig. 2 Myc， tuberculosis avium 
ca1tivated 24 hrs， on thc 
collodion film 

持 /;川市女;は fii-子顕微E完封'S3~第 1 ';1}l に 1f~J'J成した。

Fig. 3 B，C，G. Caltivated two 
week'l on the Collodion film 



liÎJê~マグネム γ ウム 0.6認

グリセリ γ 20 cc 

蒸潟水 90cc 

この基礎沼地に十分に街地した怒天を2メの都合fこれ

え， ?宅医減留し，三えで牛血r7~を 10% の割合に加えたもので

あお。

御指E与すれ、た寓橋義宍教授に厚く御礼申上げる。

献

1)有馬・内総:各干，ITBCGjf.j株の形怒の比il淀， BCG協議
千H.'tll¥'i'e料， 1952 '.，'.10 Jl. 

交

グ甘ヨロ"'--の生長具合を比絞ナる主，前者は古v.列古i隼形

をとり，後才者;'1は土抑t旋定d曲甘i進笠1形彦をJ吊百しているように1視況察された。

これらの状1出』忠印:弘tは土l陪!膚舌;視5涜1野i'i'-ド/

Tこ。

手探法のみによる BCG習について，先に分泊したタ

イプは股iJi:i:f宮廷においてもほぼ一致した保が得られた訴を

附記しておくの

手主礎培地:

アスパラギγ

第Jj数段カリ

第 2~気i殴 Y ーダ

グエγ~.ソーグ

5g 

4g 

3g 

2.5 g 
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Summary 

For the eJectron micros巴opicalstudy of tuberc1e bacilli， a speciaJ bottle for collodion film cuJtu巴
with a supplcmentary orfice at the sid巴 asshown in Fig. 1 was d巴vis巴d.
This culture bottle was found to be satisfactory for avoiding the contaminations at the time of 
preparation of mcdia and during a long preiod of incubation time of tubercle hacilIe. 
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